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学 校 経 営 方 針
国・県・市の課題 本校の伝統・使命 学校・地域の課題

【学校の教育目標】

美しい心で 考えて やりぬく子

考える子ども 思いやりのある子ども やりぬく子ども じょうぶな子ども
（みがかれた知性） （豊かな情操） （ねばり強い意志） （たくましい体）

【研 究 主 題】

～ 主体的に思考・判断・表現できる子をめざして～

願う学校像
学校の教育目標の具現 実習校・研修校の使命

子ども・職員にとって
「美しい心」が作品や 魅力ある 子どもの姿､作品､授業で勝負

言動にみなぎる教育 ・仲間
・教師 ・特別活動の重要性を発信

・個に応じた適切な指導・援助 ・学級 ・学び方を習得する
・学校･家庭(保護者)･地域 ・学校 ・効果的な指導方法の開発
との連携による指導 ・言語活動を充実する

・効果的な少人数指導

学校･学級経営の充実 そのためには 望ましい教師像の確立
○生き生きとした

一人一人のよさや可能性 明るい学校の雰囲気 切磋琢磨の職員集団、

を生かす学校・学級経営 ○笑顔と情熱のある 学び続ける教師集団
職員集団

・望ましい学級集団づくり ○各組織が機能し、 ・プロとしての誇り
・基本的生活習慣(八つのきまり) 補完し合う学校 ・心がかよう職員集団
の徹底 ○文化性､規範意識を ・実践を残し､活用する

・係活動等を核にした集団の育成 高める環境づくり
・縦割り活動(なかよし掃除、なか

よし遊び)の充実
本年度の重点

◎ 研修校としての役割（本発表に向け、仮説設定と実践の累積､まとめの年に！）

◎ 心の教育の充実（不登校ゼロを目指す､不適応児童への指導･援助の充実）。

◎ 安全･安心で健康な環境づくりと、防災意識の徹底と防災教育の充実。

<自己評価・学校関係者評価 >

学校を中核とした地域ぐるみの教育（学校・家庭・地域社会の連携）
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構想の具現に向けて

学級経営の留意点

教 育 運 営▲

教科

▲

組織
1 小中の系統と学年課題を明確にし、ＰＩＳＡ型読解力に基づいた「言語活動」を重視し １ 一人一人が責任を果たし、互い

た授業を展開し、年間計画を加除修正する。 に補完し合う。

2 児童全員に教科の基礎・基本を定着させる。 2 報告･連絡･相談を徹底する。

3 一日一つの「試みのある授業」を展開する。 ３ 三者懇談(校長･教頭･教務)を

4 少人数(算数)指導を行い、効果的な指導・援助のあり方を実践する。 随時行う。

5 英語学習（１～６年生）で会話を重視する。 ４ 子どもの指導･援助、評価等は▲

道徳 学年部主任を中心として２学年

1 「美しい心」の具体の姿を大いに価値づけ、 「よさの学び合い」を重視する。 体制で行う。

２ 年間指導計画をもとに実践し、望ましい板書や展開の仕方を工夫する。 ５ ＯＢとの関係を密にして、共同▲

特別活動 研究の体制を充実する。

１ 「学級づくり(H23.11発刊)第二版」に沿った実践を行い、年間計画等を加除修正する。

2 適応指導等の考え方・方法を十分理解し、徹底して実践する。

▲

施設、設備、その他
3 他教科、領域との関連を重視し、自らの生き方に目を向けさせる。 １ アレルギーに配慮した安全な給▲

総合的な活動の時間 食対応に努める。

１ 特色ある教育活動、コンピュータ教育等の学習を充実し、問題解決能力を身につける。 ２ 児童が安全・安心に学習､生活▲

生徒指導・進路指導･人権教育等 できるよう環境を整備し、児童､

１ 「あいさつ」を中心に、「八つのきまり」を保護者や地域にも働きかけ、定着を図る。 保護者､地域にも働きかける。

２ 特別支援学級は生活単元学習を核に、特別支援教育の充実を図る。 ３ 月平均２回のＲｰｄaｙを活用し、

３ 通常学級における支援の必要な児童の共通理解を図り、全職員で指導・援助する。 心身のリフレッシュを図る。


